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思春期の性教育ニーズの検討（�）
� 教育内容と教育者 �

忠津佐和代�� 　長瀬尚子�� 　藤原 　望��

緒 言

近年わが国でも性行動の低年齢化が加速化し，�	
代の妊娠や人工妊娠中絶，性感染症の罹患率の増加
により若者の健康が脅かされている����．思春期の
性の健康問題が増加する背景には若者の意識や性行
動の変化が大きく影響していると考えられる．また，
従来の若者の性教育は，この若者の意識や行動に対

応しておらず，若者の性の健康を維持・促進する効
果的なものになっていなかったのではないかと懸念
される．そこで，本研究では思春期の性教育ニーズ
を把握する基礎資料とするため，高校終了後の大学
�年生の性に関する意識・知識・行動などを調査し，
性教育ニーズのなかの教育内容と教育者について検
討し，若干の知見を得たので報告する．

方 法

調査期間：平成��年 �月 �日～平成��年 �月��日

調査方法：第 �回青少年の性行動全国調査報告
（����）��を参考に作成した質問紙を用いて集合法に
より自記式質問紙調査を実施した．
倫理的配慮として，○県某大学 �年生のうち，調査
期間内に調査依頼説明の承諾の得られた科目担当者
の授業前に口頭と文書で授業後の調査依頼をし，承
諾の得られた学生に授業後無記名で座席間隔をあけ
て調査を実施した．また，質問紙の回答は自由であ
ること，統計的に処理するため個人情報は公開され

ないこと，研究以外に使用しないことなどを書面と
口頭で説明した．回収方法は回答面を内側に四つ折
にして回収箱に回収した．
調査対象者：��名（男性；���名，女性；���名）

データの回収率���	�（�

���件中），
有効回答率�
�
�（�����

件中）
分析対象者：���名（男性；���名，女性；���名）
調査内容：性について知りたいこと，性に関する

悩みの有無と相談相手，性意識・行動への影響因子，

セックス（性交渉）経験に関すること，性感染症予
防および避妊の実行とその理由，学校での性教育と
その効果，学校以外での避妊教育の機会の有無など．
分析方法：本論文では，性について知りたいこと，
性に関する悩みの有無と相談相手，性意識・行動へ
の影響因子，セックス（性交渉）経験に関すること

などの調査内容を単純集計した後，男女別に��の有
意差検定を行った．但し，周辺度数が�	以下のもの
についてはフィッシャーの直接確立法を用いた．

結 果

�．属性

分析対象者は���名で，平均年齢は��������歳で
あり，うち男性が�����（���名），女性が�����（���

名）を占めていた．
�．性について知りたいこと（表 �）

性について知りたいことは表 �に示すとおりで，

�	項目中最も知りたいことは「男性と女性の心理や
行動の違い（��
�）」，続いて「エイズ（�����）」，「性
感染症の知識（�����）」，「愛とは何か（����）」，「避
妊の方法（����）」「異性との交際の仕方（���
�）」
となっていた．男女の比較では，�項目で有意差が
認められた．そのうち「性欲の処理の仕方」は男性
が多く（��	�	�），「自分の体について」（��	�		�）・
「性に関する不安や悩みの相談に乗ってくれるとこ
ろ」（��	�	�）・「男性と女性の心理や行動の違い」

（��	�	�）の �項目は女性が多かった．
�．性に関する悩みと相談相手（表 �，表 �）

性に関する悩みは表 �に示すとおりで，悩みのあ
る者（���	�）は半数近くとなっていたが，男女で
比較して有意差の認められたものはなかった．
性に関する悩みの相談相手は表 �に示すとおりで，
相談相手は「友人（
����）」が最も多く，他は一割以
下であった．一方，男女で比較して有意差の認めら
れた相談相手は，「母」で女性に多かった（��	�	�）．
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表 � 性について知りたいこと

表 � 性に関する悩み

表 � 相談相手

�．性意識・行動への影響（表 �）

性にかかわる意識や行動に最も影響を受けたもの

は表 �に示すとおりで，��項目中で「友人（���	�）」
が最も高く，「マンガ・コミックス（�����）」，「ビ
デオ（
�	�）」，「テレビ・ラジオ（��
�）」と続いて
いた．一方，男女で有意差のみられたものは「先輩」
（��	�	�）と「ビデオ」（��	�		�）で，ともに男性
が多かった．

表 � 性意識・行動への影響

�．セックス（性交渉）の経験（表 �）

セックス（性交渉）の経験の有無は表 �に示すと
おりで，全体ではほぼ半数の者（���）が経験し
ており，男女の比較ではセックス（性交渉）の経験
者は女性（�����）に対して男性（���	�）がやや多

かったが有意差は認められなかった．

表 � セックス（性交渉）の経験
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�．エイズや感染症の気がかり（表 �）

セックス（性交渉）をするならエイズや感染症が
気になるかについては表 
に示すとおりで，�選択
肢のうち「少しは気になる（����）」者が最も多く，

「全然気にならない（���	�）」者は約 �割であった．
一方，男女の比較では，「非常に気になる」は女性に
多く（��	�	�），「全然気にならない」は男性に多く
（��	�	�）有意差が認められた．

表 � エイズや感染症の気がかり

�．妊娠の可能性の気がかり（表 �）

セックス（性交渉）をするなら妊娠の可能性が気
になるかについては表 �に示すとおりで，�選択肢

のうち「非常に気になる（
����）」者が最も多く，
「全然気にならない（����）」者は極少数であった．
一方，男女の比較では，「非常に気になる」は女性に
多く（��	�		�），「少しは気になる」は男性に多く
（��	�		�）ともに有意差が認められた．

表 � 妊娠の可能性の気がかり

考 察

�．本調査の大学 �年生の性に関する意識・知識・

行動の特徴

　（�）性について知りたいことについて

性について知りたいことについて調査した内容項
目は，「生理・病態的側面（ �項目）」と「心理・行
動的側面（ �項目）」に分類される．学生が知りたい
上位から上げると，「心理・行動的側面」である「男
性と女性の心理や行動の違い」を約半数の学生が，
続いて「生理・病態的側面」である「エイズ」およ

び「性感染症の知識」と「心理・行動的側面」であ
る「愛とは何か」では約 �割の学生が，さらに心理・
行動的側面である「避妊の方法」および「異性との
交際の仕方」では約 �割の学生が希望していた．こ
の上位 
項目中に心理・行動的側面の項目が �項目
を占めており，このことから新入生が知りたいこと

の多くは心理・行動的側面であり，生理・病態的側
面については大半が高校までの性教育などで学習済
みであることが窺われる．
男女の比較で有意差の認められたものは �項目あり，

男女で知りたい項目にかなり違いがみられた．その
うち男性は「性欲の処理の仕方」を，女性は「自分の
体について」・「性に関する不安や悩みの相談に乗っ
てくれるところ」・「男性と女性の心理や行動の違い」
を知りたい者が多いことが明らかとなった．
一方，第 �回青少年の性行動全国調査報告��におい
て学校での性教育学習経験から同様のことが認めら
れていることから，今後の性教育に追加する内容と
して，心理を伴う性の生理的なメカニズムに伴って

男女に起こりやすい心理や行動，および相談機関の
情報提供を取り上げる必要が示唆された．
　（�）性に関する悩みと相談相手について

男女とも半数近くの学生が性に関する悩みをもち，
もっとも多い相談相手は「友人」で約 �割弱を占め
ており，他はどれも �割以下であった．このことか
ら，意思決定まで影響を与える性教育者として相談
相手となりやすい同年代の若者が望ましいと考えら
れた．一方，家族の中での相談相手としては，唯一

「母」は女性のみであるが �割強を占めており，近年
の母と女子学生のなかには友達のような横の関係に
近い関係性の人たちが存在することが窺われる．
　（�）性意識・行動への影響について

性にかかわる意識や行動に最も影響を受けたもの
は��項目中で「友人」が約 �割と最も多く，「マン
ガ・コミックス」は約 �割，「ビデオ」と「テレビ・
ラジオ」は �割にも満たず，「友人」の影響の強さが
窺われた．一方，男女の比較で男性が有意に多かっ

たのは「先輩」と「ビデオ」であり，男性には女性
と異なる影響因子があることが明らかとなった．第
�回青少年の性行動全国調査報告��においても大学
生は男女とも「友人」が 割前後と最も多くなって
いたが，「マンガ・コミックス」は大学生（男子約 �

割，女子 
割弱），「ビデオ」は大学生（男子 割弱，
女子 �割強）となっており，本調査結果とかなり開
きがあった．
　（�）セックス（性交渉）の経験について

セックス（性交渉）の経験の有無において，男女
の比較ではセックス（性交渉）の経験者は男性が �

割強に対して女性が �割強となっており，従来の男
女差の傾向がみられた．一方，第 �回青少年の性行
動全国調査報告��では，セックス（性交渉）の経験
は高校生（男子 �割弱，女子 �割強），大学生（男子

割強，女子 �割）となっていた．大学において学
年が進む毎に経験者が多くなることが窺えた．した
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がって，高校卒業までに具体的な避妊方法や性感染
症予防方法について身につける必要があると考えら
れる．
　（�）エイズや感染症の気がかりについて

セックス（性交渉）をするならエイズや感染症が
気になるかについては，「少しは気になる」者が約 �

割であったが，「全然気にならない」者は約 �割とエ
イズに対する知識や予防の必要性の認識が不十分で
あることが窺えた．一方，男女の比較では「非常に
気になる」者は有意に女性に多く，逆に「全然気に
ならない」は有意に男性に多く，特に男性に性感染
症予防の啓発が求められる．
　（�）妊娠の可能性の気がかりについて

セックス（性交渉）をするなら妊娠の可能性が気
になるかについて，�選択肢のうち「非常に気にな
る」者が 
割強と最も多く，男女の比較では有意に
男性が少なかった．このことから，セックス（性交
渉）による妊娠の可能性について男女ともまだまだ

啓発が必要であるが，より男性の自覚を促す必要性
が示唆された．
�．教育内容と教育者について

経済的にも精神的にも自立した成人に達する以前

の，思春期へのセックス（性交渉）経験の低年齢化
現象が起こっているにもかかわらず，セックス（性
交渉）による妊娠や性感染症の発症リスクの認識が
低く，避妊や性感染症予防の必要性を啓発していく
ことが求められる．またこの啓発者として，若者の
もっとも多い性の悩みの相談相手である友人に近い
同年代の若者��が，意思決定まで影響を与える性教
育者として望ましいと考えられる．

本研究をまとめるにあたり，アンケート調査にご協力い

ただきました某大学の学生に感謝いたします．また，アン

ケート作成などに参画いただきました竹本安希さんに心よ

りお礼申し上げます．
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